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新旧対照表 

 

酒田都市計画第一種市街地再開発事業の変更 （酒田市決定） 

 

上段：変更前 

下段：変更後 

 都市計画酒田中町二丁目地区第一種市街地再開発事業を次のように変更する。 

名  称 酒田中町二丁目地区第一種市街地再開発事業 

面  積 約０．４ha 

公
共
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道 路 

種 別 名 称 幅 員 延 長 備  考 

幹線街路 
都市計画道路 
3・4・16 中央実生橋線 

約 20m 
（約 10m） 

約 90m 
幅員の（ ）書は
区域内部分 

幹線街路 
都市計画道路 
3・3・4 本町東大町線 

約 20m 
（約 10m） 

約 40m 
幅員の（ ）書は
区域内部分 
整備済み 

区画街路 市道中町二丁目１号線 
約 8m 

（約 4m） 
約 55m 

幅員の（ ）書は
区域内部分 
整備済み 

公園及び緑地 
種 別 名称  面 積 備  考 

― ― ― ― 

下 水 道 整備済み 

その他の公共施設 ― 

建築物の整備 
 

に関する計画 

街
区
番
号 

建築物 敷地面積に対する 

主要用途 備  考 
建築面積 延べ面積 

建築面積 

の割合 
延べ面積 

の割合 

1 約 
2,300 ㎡ 

 
約 
2,200 ㎡ 

 約 
4,600 ㎡ 

  
 約 

6,600 ㎡ 
 

約 
8 /10 

約 
16/10 

 
約 
23/10 

事 務 所 
銀  行 
店  舗 
駐車場等 

 
事 務 所 
銀  行 
店  舗 
公共施設 
駐車場等 

高度利用地区の制限

内容 

容積率 15/10 以上 

45/10 以下 

建ぺい率 8/10 以下 

（ただし書あり） 

建築面積 200 ㎡以上 

建築敷地の整備に 
 

関する計画 

街
区
番
号 

建築敷地面積 整備計画 

1 約 2,900 ㎡ ― 

住宅建設の目標 
戸数 備考 

― ― 

「施行区域、公共施設の配置及び街区の配置は計画図表示のとおり」 

 

理 由 

酒田中町二丁目地区の市街地再開発事業の進捗に伴い、建築物の延べ面積を増やすことで、都市機能の

拡充を図るため、酒田中町二丁目地区第一種市街地再開発事業を変更するものである。 

 

 

11163
テキスト ボックス
議第１号

03046
タイプライタ
２



都 市 計 画 変 更 の 経 緯 表 

 

（酒田中町二丁目地区） 

項  目 内       容 

計 画 決 定 の 推 移 

当 初 決 定  平成 29 年 3 月 27 日  ・面積約 0.4ha 

・合理的かつ健全な土地の高度利用と 

 都市機能の更新及び防災性を高める 

 ため、市街地再開発事業を決定 

第１回変更  今回 

事業の進捗状況等 

酒田中町二丁目地区は、平成 27 年 3 月に認定を受けた「酒田市中心市街地活

性化基本計画」において「酒田中町二丁目地区第一種市街地再開発事業」とし

て、老朽化した産業会館を現行耐震基準に適合するよう改築するとともに、商工

会議所、金融機関等の入居する施設の機能向上を図り、地域商工業者の経営支援

活動拠点として、魅力ある商業交流空間を創出するものとし位置付けられた。 

その後、地権者が中心となり、市街地再開発事業の実施に向けての検討が進め

られ、平成 29 年 3 月に市街地再開発事業の都市計画を決定した。 

変 更 の 内 容 

建築物の整備に関する計画のうち、以下について変更決定する。 

・建築面積 約 2,200 ㎡ 

・延べ面積 約 6,600 ㎡ 

・延べ面積の割合 約 23/10 

・主要用途 事務所、銀行、店舗、公共施設、駐車場等 

変更の具体的な理由 

酒田中町二丁目地区の市街地再開発事業の進捗に伴い、建築物の延べ面積を

増やすことで、都市機能の拡充を図るため、酒田中町二丁目地区第一種市街地再

開発事業を変更するものである。 

公聴会、説明会等 
に お け る 
問 題 点 及 び 措 置 

住民説明会において問題なし 

今後の方針について 

今後は、個人施行により市街地再開発事業を推進していくものである。 

 ・平成 30 年 3 月（予定） 市街地再開発事業の施行認可 

 ・平成 31 年 2 月（予定） 市街地再開発事業の権利変換計画認可 

 ・平成 33 年 3 月（予定） 市街地再開発事業の終了認可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11163
テキスト ボックス
議第１号

03046
タイプライタ
３



総  括  図 
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計  画  図 
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酒田中町二丁目地区第一種市街地再開発事業（酒田産業会館の改築整備）の施設計画の変更に伴い、酒田都市計画第一種市街地再開発事業の変更を行うものです。 

 

 

項   目 変更前の計画（平成 29年 3月 27日都市計画決定） 変更後の計画（平成 30年 3月都市計画変更予定） 

機 能 配 置 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各機能・各施設の面積 

  

酒田都市計画第一種市街地再開発事業の変更について 
諮問案件補足資料 

１ 施 設 計 画 変 更 の 主 な 内 容 ： ①事業者向けサービス機能（金融・事務所スペース）の増設  【変更前】１，８６０㎡ ⇒【変更後】２，５７５㎡ 

                      ②立体駐車場の屋根整備                  【変更前】屋根なし   ⇒【変更後】屋根あり ※駐車台数は５０台で変更なし 

                      ③公共施設（新産業振興まちづくりセンター（仮称））の入居 【変更前】計画なし   ⇒【変更後】入居する 

 

機能の種別 施設の種別 面   積 

事業者向けサービス機能

の拠点 
商工会議所、金融機関、事務所 １，８６０㎡ 

中心市街地の憩いの空間 まちホール、飲食 ８５０㎡  

市民と地域経済の接点 

まちの溜まり空間 
まち巡り（カフェ） ４５㎡  

中心市街地の回遊拠点 立体駐車場（５０台、屋根なし） ８４５㎡  

共用スペース 観光案内、まちロビー、プロムナード含む ９５０㎡  

合  計  ４，５５０㎡  

 

事務所 

事務所 

機能の種別 施設の種別 面   積 

事業者向けサービス機能

の拠点 
商工会議所、金融機関、事務所 ２，５７５㎡（  ７１５㎡の増） 

中心市街地の憩いの空間 まちホール、飲食 ７５５㎡（    9５㎡の減） 

市民と地域経済の接点 

まちの溜まり空間 
まち巡り（カフェ）、公共施設 ２２５㎡（  １８０㎡の増） 

中心市街地の回遊拠点 立体駐車場（５０台、屋根あり） １，７４０㎡（  ８９５㎡の増） 

共用スペース 観光案内、まちロビー、プロムナード含む １，２６０㎡（  ３１０㎡の増） 

合  計  ６，５５５㎡（２，００５㎡の増） 

 

２ 都 市 計 画 の 変 更 要 件 に つ い て ： 市街地再開発事業の都市計画変更（市決定）【変更要件】①規模（延べ面積及び容積率）の数値が 1 割以上増、②主要用途で新たに公共施設を追加 

施設規模：３階建て 施設規模：４階建て 

●建築面積 

 約 2,300 ㎡ 

●延べ面積 

約 4,600 ㎡ 

●容積率 

約 160％ 

●建築面積 

 約 2,200 ㎡ 

  ※約 0.5割減 

●延べ面積 

約 6,600 ㎡ 

※約 4 割増 

●容積率 

約 230％ 

※約 4 割増 

●主要用途：事務所、銀行、店舗、駐車場等 

●主要用途 

・事務所 

・銀行 

・店舗 

・公共施設 

・駐車場等 

観光 

３ 都市計画の変更手続きについて ： 平成３０年１月１５日：都市計画変更に関する市民説明会（酒田市総合文化センター） 

                      平成３０年１月２６日：都市計画変更に関する山形県との事前協議（２/１３回答） 

                      平成３０年２月１３日：都市計画変更（案）の縦覧（~２/２７） 

平成３０年３月 2 日：酒田市都市計画審議会 

【今後の予定】平成３０年３月上旬：都市計画変更に関する山形県との本協議（~３月下旬） 

                             平成３０年３月下旬：都市計画変更の決定告示 

駐車場屋根 

③ 

② ① 




